（様式⑳）
災害発生概要報告書
一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構理事長　殿

	報告年月日
	

	活動組織の名称
	

	報告者の氏名
	



	１　発生日時
	令和　　年　　月　　日　　　時　　分頃

	２　被災者
	男性／女性　　（〇〇歳代）

	３　受傷状況
	

	４　作業内容
	

	５　発生状況
	






	６　対応経過
	






	７　その他
・装備
・保険
・資格など
	







以上






（様式⑳）
災害発生概要報告書（記載例）
一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構理事長　殿

	報告年月日
	令和５年１０月１日

	活動組織の名称
	まちむらの森保全の会

	報告者の氏名
	町村　里子



	１　発生日時
	令和５年９月１５日　午前１０時１５分頃

	２　被災者
	男性　　（８０歳代）

	３　受傷状況
	頭がい骨骨折、脳挫傷及び肺気胸

	４　作業内容
	アカメガシワの伐倒（直径40cm、樹高15m）

	５　発生状況
	マテバシイ林の整備を行っていた際、アカメガシワ（直径40 ㎝、樹高15ｍ）を被災者が伐倒したところ、その後方2ｍにあった幹が交差していたマテバシイ（直径12 ㎝、樹高10ｍ）が共に倒れて下敷きとなり被災した。
枝葉の繁茂により、伐倒木のアカメガシワにマテバシイが交差していたことを見過したことが原因と思われる。





	６　対応経過
	10時15分頃　事故発生
10 時45 分　救急車を要請し、大学病院に搬送
その後、家族に連絡





	７　その他
・装備
・保険
・資格など
	・伐採作業者5名は、全員ヘルメット、チャプス、防塵メガネを着装
・ボランティア保険に加入（43名）、全労災こくみん共済に加入（25名）
　※チェンソー取扱者（7名）は、年間掛け捨て（7,050円）で共栄火災海上保険に加入。
・被災者は、「チェンソーによる伐木等特別教育」の修了者





以上

（過去の事例）
１　
発生日時　令和3年7月17日　10時30分頃
受傷状況　左足脛骨骨折、左大腿骨剥離骨折
作業内容　切捨て間伐（伐倒、枝払い、玉切り）
発生状況　被災者（40 代男性）は、活動組織の構成員5 名と共に切捨て間伐の作業中、伐倒木（ヒノキ、樹高約20ｍ、胸高直径24cm）の玉切り作業を始めたところ、最初の玉切り直後に材が跳ねて被災者の左足に激突し、左足がそのまま伐倒木本体の下敷きとなった。
自力で脱出できず、活動組織5名が駆け付け、伐倒木から解放し、簡易の担架により作業路まで引き上げ（標高差約30ｍ）、病院に搬送され、受診し治療を受けた。

２　
発生日時　令和3年9月12日　10時頃
受傷状況　ハチ刺され（スズメバチ）
作業内容　立ち枯れ木の伐採
発生状況　9月12日8：00より活動組織の構成員15名にて山林整備作業を開始した。
被災者（50代男性）が立ち枯れ木を伐採したところ、複数のスズメバチに囲まれてしまった。背中に強い痛みを感じたため、現場から100メートルほど走って離脱したが、その間に肩や背中、ふくらはぎなど全身7か所を刺された。
その他の構成員が直ぐに救出し建物へ移動して、ﾎﾟｲｽﾞﾝﾘﾑｰﾊﾞｰで毒を吸い出したのち、病院にて受診し治療を受けた。

３　
発生日時　令和3年10月8日　11時20分頃
受傷状況　ハチ刺され（オオスズメバチ）
作業内容　チェンソーによる伐採集積作業
発生状況　被災者（60代男性）は活動組織の構成員4 名とチェンソーによる伐採集積作業中に、オオスズメバチに腕や背中等を10 箇所以上刺された。
駐車所まで自力で歩行（約10分）し、救急車で市内の病院へ搬送され、入院し治療を受けた。

